
 

 

 

 

１ 題材について 

（１） 児童の実態（略） 

・本題材に関わるアンケート結果を踏まえた児童の実態 

・これまでの学級活動の取組、高学年の評価規準からみた実態と目指す方向 

（２） 題材設定の理由（略） 

・本題材設定の理由  

・本題材における指導の工夫と評価との関わり 

 

２ 評価規準 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（小学校特別活動）より 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

日常生活への自己の適応に関 

する諸課題の改善に向けて取り

組むことの意義を理解し、健全

な生活を送るための知識や行動

の仕方を身に付けている。 

日常生活への自己の適応に関

する諸課題を認識し、解決方

法などについて話し合い、自

分に合ったよりよい解決方法

を意思決定して実践してい

る。 

自己の生活をよりよくするため

に、見通しをもったり振り返った

りしながら、自主的に課題 解決に

取り組み、他者と信頼し合ってよ

りよい人間関係を形成しようとし

ている。 

 

３ 事前指導 

活動の場 児童の活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 

朝の会 視力と健康に関するア

ンケートに回答し、生

活表を作成する。 

 

日常生活を振り返り、

本時で自らの生活を

改善したいという意

識を高められるよう

にする。 

◎アンケートや生活表の作成

を通して、自らの生活を振り

返ろうとしている。 

【主体的態度】 

〈アンケート・生活表〉 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

「視力と健康に関するアンケート」 

〇日常生活で健康に気を付けていることはありますか。 

〇上記で「ある」と答えた人は、どんなことに気を付けていますか。 

〇最近、視力が低下した、黒板等が見えにくくなったなど、眼の不調を感じたことはありますか。 

〇最近、眼が疲れると感じたことはありますか。 

小学校 学級活動（２）ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 

 題材 「視力と健康」（第５学年） 



４ 本時のねらい 

 日常生活から視力低下の原因に気付き、今ある視力を守っていくためにできることを考え、自分の生活

に合った実践をできるようにする。 

 

５ 本時の展開 

 

児童の活動 
指導上の留意点 

資料 

◎目指す児童の姿 

【観点】 

＜評価方法＞ T１（学級担任） T２（養護教諭） 

導
入 

つ
か
む 

 
 

１ ５年生の視力

検査の結果（1.0

未満の割合）や

学校保健統計調

査結果のグラフ

から、気付いた

ことを話し合

い、実態をつか

む。 

・これまでの視力検査

の結果をもとに、視

力低下は誰もが向

き合う問題である

ことを確認し、解決

への意識を高める

ことができるよう

にする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート

結果 

視力検査結

果と今後の

予測 

学校保健統

計調査 

 

展
開 

さ
ぐ
る 

 

２ 生活習慣と視

力の関係につい

て理解する。 

 

 

 

 

３ これまでの生

活を振り返り、

視力低下の原因

をさぐる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日常の生活場面を想

起し、視力低下の原

因に迫ることがで

きるようにする。 

・視力低下の原因

となる行動を生

活習慣と関係付

けて考えられる

ようにする。 

 

 

・学校医から指導

のあった、視力

低下の要因とリ

スク、生活習慣

の改善が視力低

下の予防の一助

となることを伝

える。 

 

「視力 1.0

未満」を理

解するため

の資料 

 

 

 

 

 

今ある視力を守るためにできることを考えよう



展
開 

見
つ
け
る 

 

４ 今ある視力を

守るためにでき

そうなことを見

付ける。 

 

・探った原因をもと

に、今ある視力を守

っていくためにで

きそうなことにつ

いて話し合うよう

に促す。  

 

・多様な解決策を見付

けられるよう、話し

合う時間を十分に

確保する。  

・ICT 端末を活用し、

思考の可視化を図

る。 

 

・視力を守るため

に で き る こ と

で、児童が気付

いていないこと

については、提

示する。  

子供たちの

目を守るた

めに知って

おきたい近

視の知識(文

部科学省資

料） 

 

 

 

 

 

・ICT 端末 

◎視力を守る

方法を「生

活習慣」と

関係付けて

考 え て い

る。【思考・

判断・表現】

〈話合いの

様子〉 

終
末 

決
め
る 

５ 話し合ったこ

とをもとにし

て、今ある視力

を守るための個

人目標を決め

る。 

・話合いをもとにし

て、自分の生活に合

う具体的な目標を

設定できるよう助

言する。 
 
・１週間の取組の振り

返りを行うことを

伝え、目標に合わせ

て行動することが

できるように促す。

 

・決めた目標につ

いて価値付け、

実践への意欲を

もてるようにす

る。  

 

ワークシー

ト 

 
 

◎話合いをも

とに自分の

生活にあっ

た具体的な

目標を意思

決定してい

る。【思考・

判断・表現】

〈ワークシ

ート〉 

 

６ 事後の活動 

活動の場 児童の活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 

日常生活 自ら決めた目標に取り

組み、振り返る。 

 

意思決定したことを継

続して取り組んでいけ

るように適宜助言をす

る。 

 

◎健康的な生活を送るよさ

を振り返ったり、課題を

改善しようとしたりして

いる【主体的態度】〈ワー

クシート〉 



７ 資料等 
 

【板書】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【視力と健康ワークシート】    
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